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学習の様子によっては、前学年の内容をふり返ることも視野に入
れる等の学習活動の工夫をする。学習が苦手な児童の学習が定着
できるような支援、声かけを通年を通して取り組む。基礎学力向上
タイムを効果的に行えるよう内容、学習形態の計画をする。【月に１
度】

思考・判断・表現

思考が単純なもので留まらないよう、「なぜ」「どうして」の問いか
けを適宜投げかけることで思考を深める経験を学習の中で積ませ
る。また、それらを踏まえた振り返りの時間を設ける。【毎時間３分
実施】

<学習上の課題>考えることや表現することに苦
手意識があるのか記述式問題に無解答率が高く
見られる。

<指導上の課題>
めあてを意識した振り返りの時間の確保。

知識・技能

<学習上の課題>定義、算数的、理科的の定着が
不十分である。

<指導上の課題>基礎学力を定着する時間の確
保ができていない。基礎学力向上タイムが有効活
用できていない。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現
教職員での共通理解をし、取り組んでいるが定
着につながるにはまだ時間が必要である。

C

C

変更なし

変更なし

教職員での共通理解をし、取り組んでいるが定
着につながるにはまだ時間が必要である。

③
評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況 授業改善策【評価方法】

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

国語においては、自分の考えをまとめることに苦手意識が見られた。どのような書き方をすると中心がとらえやすい文章が
書けるのかを知ったり、何を伝えたいのかをまとめたりする経験を授業の中でも積ませたい。
算数においては、除数が小数の計算に課題が見られる。計算の定着に課題が見られるので、学力向上タイム等の活用を進め
ていく。

思考・判断・表現

国語においては、自分の考えを簡潔に表現することに課題が見られる。授業のふり返り等でも、自分が１番大切にしたいこと
をまず書くように指導を進める必要がある。
算数においては、式の立て方に苦手意識が見られる。「多い」「少ない」という言葉を見て「たし算」「ひき算」としている可能性
もあるので、式の意味や考え方を説明し、伝え合う活動の充実が必要である。

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

⑥

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【太田小】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


